
受託試験のご案内

定格電圧： ４００V／３００ｋV  
定格電流： ７５A／１００ｍA
容 量： ３０ｋVA        

ご使用中の特別高圧用・高圧検電器、ジスコンフック棒、絶縁棒などの
絶縁耐圧試験をどのように実施してよいかお困りではありませんか？

長谷川電機では最大AC300kVを発生させる事が出来る試験装置と
豊富な経験をもとに、各種の定期検査を承っております。

絶縁耐圧試験でお困りは長谷川電機まで
お問合せ下さい！！



◆絶縁棒に関わる労働安全法令抜粋

絶縁用保護具等の規格（昭和４７年労働省告示第１４４号）
第８条（活線作業用器具の絶縁棒）
活線作業用器具は、次の各号に定めところに適合する絶縁棒（絶縁材料で作られた棒状の部分をいう）を有するものでなければならない。
一 使用の目的に適応した強度を有するものであること。
二 品質が均一的で、傷、気泡、ひび、割れ、その他の欠陥がないものであること。
三 容易に変質し、または耐電圧性能が低下しないものであること。
四 握り部（活線作業に従事する者が作業の際に手で掴む部分をいう。以下同じ）と握り部以外の部分との区分が
明らかなものであること。

第９条（活線作業用器具の耐電圧性能等）
１ 活線作業用器具は、常温において試験交流による耐電圧試験を行ったときに、当該器具の頭部の金物と握り部の

うち頭部寄りの部分との間の絶縁部分が、当該器具の使用の対象となる電路の電圧の２倍に相当する試験交流の電圧に対して、
５分間（活線作業用器具のうち、不良がいし検出器その他電路の支持物の絶縁状態を点検するための器具については、１分間）
耐える性能を有するものでなければならない。

２ 前項の耐電圧試験は、当該試験を行おうとする活線作業用器具について、握り部のうち頭部寄りの部分に金属箔その他の導電性の
物を密着させ、当該導電性の物と頭部の金物とを電極として試験交流の電圧を加える方法により行うものとする。

労働安全衛生規則（昭和47年09月30日労働省令第32号）
第３５１条 （絶縁用保護具等の定期自主検査）
１ 事業者は、第３４８条第１項の各号に掲げる絶縁用保護具等 （同項第五号に掲げるものにあっては、交流で３００Ｖを越える

低圧の充電電路に対して用いられるものに限る。以下、この条において同じ）については、６ヶ月以内ごとに１回、定期に、
その絶縁性能について自主検査を行わなければならない。
ただし、６ヶ月を越える期間使用しない絶縁用保護具等の当該使用しない期間においては、この限りではない。

２ 事業者は、前項ただし書の絶縁用保護具等については、その使用を再び開始する際に、その絶縁性能については自主検査を
行わなければならない。

３ 事業者は、第１項または第２項の自主検査の結果、当該絶縁用保護具等に異常を認めた時は、補修その他必要な措置を講じた
後でなければ、これらを使用してはならない。

４ 事業者は、第１項または第２項の自主検査を行った時は、次の事項を記録し、これを３年間保存しなければならない。
一 検査年月日
二 検査方法
三 検査箇所
四 検査の結果
五 検査を実施した者の氏名
六 検査の結果に基づいて補修等の措置を講じた時は、その内容
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絶縁棒を300mm毎に、所定の電圧（ご指示なき場合は75kV）を印加し、各部の電圧の合計が、
最高使用電圧の2倍以上といたします。この試験装置は最大.  8分割できますので、全ての電圧
階級の絶縁棒も試験が出来ます。（試験方法は、昭36.3.28基発247号に準拠）
また、漏洩電流の計測も可能で、試験成績書にてご報告させて頂きます。

絶縁耐圧試験設備

＊弊社製品の定期検査はホームページより承ります。
ホームページ：http://www.hasegawa-elec.co.jp
その他受託試験等のお問い合わせはお電話・Eメールにてお待ちしております。
メールドレス：infor@hasegawa-elec.co.jp


